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天　界　新　知　識
；Ar

　　　　　　　　　　　　露國カザン天女豊の改組織

　露國Kazan市に1899年以來建設さオしてあるEngelhardt天文塁は，元々Engelhardt

男爵が個人用として18SO年濁國1）resden市に建てられたもので，30cmのGrubb製

赤道儀等により彗星や二重星等の槻測をしてみたものであるが，1897年に至って同男

爵は露國Kユzan大學に一切を寄附した天文奎である・それから1920年頃まで其の状

態を維持し，途に同大學天丈皇と併合されたものであったが，昨1932年4刀，其の組織

を新らしくして，純學術研究府となり，D・∫・Martino仔教授（太陽と攣星）を塁長とし，

A・A・　Jalcowkin（月の秤動），　J・A・Djukow（子午環），1・w・Bellcovitch（月の秤動，

緯度），N・A・Lass・Tchu（lovitclieva（緯度，小遊星）等が塁員として活動することNな

った）・

昨1952年中の三澤氏の太陽黒鮎観測日数一
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　　　　　　　　　　　　　　羅馬法王額天室藁

　近る伊太利カステル・ガンドルフオに新設をみる黙臣法王新天女毫に装置される諸

天文器撚納入に倒する隷馬法王町と濁乙工｝ナ町君1ル・ツァイス本就との問に締結

された契約の内客幾表が此租許可されるに到ったが，最近の報道に依ると現在の羅馬

法王ピウス十一世は科強者としてtl、に科暴奨働の爲め不噺の努力を描って居ら才しる入

で天文學にも多大の興味を持って居られる事はピウス九世以來第一人者である・

　昨年12月19日20日登行・O・・e・vat・・e　R・n）an・”第295號に揚載された羅馬法王理科

大§一（Ponteficia　Accademia　delle　Scien7e）i新辱～年始業式に關ずる記事に依ると始業式

には法王も親しく列席され，同式易に於）・て現在羅馬法王天文窒（Specola　Vaticana）の

塁長をして居るスタイン博士は，右天文毫が近々ヴァチカン市からカステル・ガンド

ルフオに移韓さ才しる事になり，同地に大規模の天丈毫が新設される葦登表して居る・

現天文肇長スタイン博士は嶽年前高齢をもつて物故した世界的天丈學者ハ1ゲン敏父

の後任者として現職’rC就）・た人である・

　此カステルガンドルフオは元山代々法王の夏：季宮邸だつたものでラテラン條約に侠

って伊太利政府から法王へ返還されたものである・此をスツカリ改築して新天丈壷を

建て様と云ふのである・止歴史的にも意義ある建設と關聯して最も斬新な設備を完備

した此天丈壼は法王の指圖に依って法王が夏季カステルガンドルフオ滞在巾法王の居

間から直接天文毫に行けるやう設計されて居る・法王聴とカ1ル・ッアイス本肚との

問には既に昨年11月照日に器械納入契約が締牲された其内容は，

　　　　　　　ド1ム（直径81／2m）　　　　　　　　　　　　　2｛宅1

　　　　　　　アストログラフ附き反射望遠鋤　　　　　　　　1壷

　　　　　　　坐標測定機　　　　　　　　　　 1L9

　　　　　　　スペクトログラフ　　　　　　　　　　　　　　コ嚢

　　　　　　　劇物プリズム　　　　　　　　　　　籔個

　　　　　　　ブリンク・コムパラ1・iア　　　　　　　lri9

　　　　　　　アストロ模形フオトメ1タ｝　　　　　　　　1塁

の諸器械の納入と夏に同天文毫既に所有の400m／m唐物レンズに封ずる屈折鏡の組

立等である．

　右ド1ムには天文塁設計上最新式鯨換襯測床が］塁づN附いて居て，勢州春は望遠鏡

をどの方向に向けても樂に下野が出田，叉観測者の居る所から電氣スイッチを押す木

でモ1タi仕掛で縄床をどうにでも動かせる様になって居る・此槻弓床に依って從來

不便乍ら使用されて居た槻測用梯子は不要となった課である・

　右契約に依るとカ1ル・ツァイス本辻へ2ケ年内に右諸器械を納入する事になって居

る・回れ完成の曉は羅馬法王は伊’太利にある最新式設備をもつた天文毫所有者のユ人

となる課で喚今から會心の笑を洩bして居る事であらう・省天文学移靱の理由はロ

マ市は大氣及他の關係上天膿観測及研究に追々不適當となって來たからである・
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　　　　　　　　　　　　　　　シレ1ラ師逝く

　西國Ebro河畔Toτtosa市にあるEbro天丈壼の創立者兼第一代の弓長Ricardo

Cirera師は去1932年8月3日にBarcelonaで死去された．　師は1864年7月16日Os－de－

Balag．　uer（Lerida）に生れ，1880年に天主教イエスイタ教團に入った・1888年Fau了a師

父と共にPhilippineのManila天丈垂に到着し，（まもなく，師父は病氣で蹄國した

ため）24歳の若年を以って天文毫を指揮した・其の後，蹄烈して，東奔西走の結果，

1904年，前記Tortosa市郊外にEbro天文嚢を創設し，太陽と，地磁氣と，地中電氣

と，地震と，母野との，同時襯測を簸繧駐留するプログラムを始めた・師は1919年に

退謁し，Luis　Rod6s師が其の後ue者8’して，現任してみる・

日食コロナの擾がり測定

去る1932年8月31日米州東部の皆既日食に，白扇のFelix　de　Roy氏が簡軍な十字捧

を用みて眼覗的にコロナの旗がりを測った珍らしい報告がある．結果は
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これで見ると太陽の直径の4倍（帥ち2。）以上にも蓮するものがあることが明かであ

る・（今まで此等の事は主に窺眞観測から得られたのみであった・）［1－L　B・89！］

　　　　　　　　　　黒瀬面積，太陽周縁動揺，癒望の観測

　⑨太陽活動指撒をW・lf相i封籔にのみ頼ってみるのは不安心であるので黒黙面積の

槻測を行ってみた．學的二値：ば少いかも知れぬが一種の試みとして御途りする，今後

も縫績するつ積yである．機械は58粍，倍奉は44倍を使用した．径緯壼式である故可

成りの誤差は免がれない慮で，うζ，修正値は可成り大謄な近似値：をダイアグラムによ

って換算した故，太陽周縁近くに黒黒占がある時は口重の誤差の俘ふのを畳悟してみる．

　◎表罫黒黒占面積予測値は太陽撮影面の1／752πを軍位としたる値，黒黙面積欄は實測

値に経緯度の修正を加へ，太陽全面積のIO－6を軍位とした値を示す・

　◎白絞面積實測値は太陽撮影面の1！75gπを軍位としたる値，藪字の後の（　　）の中

のVB，　B，　V，　Fの丈字は夫々三紋の光輝を示すものである．

　◎太陽周縁の動揺は撮影法により，周縁の動藩を太陽直径のIO－2を輩位として襯幽

してある．

　◎遠望は，A，　B，　C，　D，　E，　Fの六階級に分け，　Aを最頁とし，三二局のアンテナの

鐵骨の見え方，其他四園に適別な地物を撰び観測してみる．

　省，御氣附の黒占は御教示を賜らんことを．
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◎月初めの黒黒占の次第に減哀の兆はW・1f相封鍛では分らなv・が面積ではよくそれ

オ苧分る様に」慰ふ・
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